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昭
和
58
年
の
日
本
海
中
部
地
震
に
よ
る
津

波
で
児
童
13
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
合
川
南
小

学
校
（
寺
田
博
明
校
長
、
児
童
33
人
）
で
５

月
26
日
、
28
回
目
の
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
、
全

校
児
童
と
教
員
ら
が
犠
牲
者
の
冥
福
を
祈
り

ま
し
た
。

　

参
加
者
全
員
で
黙
と
う
し
た
後
、
寺
田
校

長
は
「
東
日
本
大
震
災
の
被
害
を
目
の
当
た

り
に
し
、『
普
通
に
学
校
で
学
べ
る
こ
と
』、『
普

通
に
家
庭
生
活
が
送
れ
る
こ
と
』
が
実
は
と

て
も
幸
せ
な
こ
と
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
子

ど
も
た
ち
と
確
か
め
合
い
ま
し
た
」
と
述
べ

る
と
も
に
、
平
成
23
年
度
を
も
っ
て
閉
校
が

決
ま
り
「
母
校
を
見
守
っ
て
く
れ
た
13
人
の

皆
さ
ん
。
今
度
は
合
川
小
学
校
と
し
て
子
ど

も
た
ち
を
見
守
っ
て
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
」
な
ど
と
慰
霊
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

▲「合川南小学校児童地震津波殉難の碑」
の前で犠牲者の冥福が祈られました

１３人の犠牲者の冥福を祈る ●合川南小学校慰霊祭

　

東
京
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
山
縣
睦
子
代
表
理
事
）
が

主
催
す
る
「
北
秋
田
の
ブ
ナ
林
を
歩
く
」
ツ

ア
ー
が
６
月
３
日
か
ら
５
日
、
森
吉
山
周
辺

で
実
施
さ
れ
、
参
加
者
が
全
国
で
初
め
て
の

「
バ
ー
ス
デ
ー
ラ
ン
ド
」
に
ブ
ナ
の
苗
木
を
植

樹
し
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
に
は
、
関
東
方
面
か
ら
参
加
し
た

約
30
人
が
、
新
緑
の
森
吉
山
の
ブ
ナ
林
の
散

策
や
山
菜
取
り
、
郷
土
料
理
な
ど
を
楽
し
み

ま
し
た
。
ま
た
、
１
本
の
木
と
つ
な
が
る
こ

と
で
森
と
つ
な
が
り
、
み
ん
な
が
森
に
心
の

ふ
る
さ
と
を
も
っ
て
も
ら
お
う
と
植
樹
す
る

「
バ
ー
ス
デ
ー
ラ
ン
ド
」
創
り
が
行
わ
れ
、
ブ

ナ
の
苗
木
を
そ
れ
ぞ
れ
植
樹
。
名
前
と
誕
生

日
が
書
か
れ
た
標
柱
を
添
え
て
、
成
長
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

▲参加者が「バースデーランド」にブナの
苗木を植樹

最初のバースデーランドが森吉山に ●北秋田のブナ林を歩く

　

採
れ
た
て
の
農
産
物
な
ど
を
直
売
す
る「
軽

ト
ラ
ッ
ク
市
」
が
６
月
11
日
、
歩
行
者
天
国

と
な
っ
た
銀
座
通
商
店
街
で
開
か
れ
、
新
鮮

な
野
菜
な
ど
を
求
め
る
市
民
ら
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

　

平
成
19
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
市
は
、

今
年
も
開
催
場
所
を
駅
前
通
り
と
銀
座
通
り

の
交
互
開
催
に
よ
り
、
年
4
回
実
施
予
定
。

　

今
年
度
の
一
回
目
と
な
る
こ
の
日
は
、
秋

田
市
や
男
鹿
市
、
能
代
市
、
大
館
市
な
ど
市

外
か
ら
の
参
加
も
あ
り
市
内
の
事
業
者
を
合

わ
せ
10
台
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
と
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
16
団
体
が
出
店
。
新
鮮
な
野
菜
や
花
、

特
産
品
、
加
工
品
を
積
ん
だ
軽
ト
ラ
ッ
ク
や
、

軒
先
に
並
べ
ら
れ
た
民
芸
品
、
衣
類
な
ど
が

並
ぶ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
よ
り
、
に
ぎ
や

か
な
目
抜
き
通
り
と
な
り
ま
し
た
。

▲今年度最初の軽トラック市が開催され
大勢の人でにぎわいました

季節の野菜などを満載 ●今年度１回目の軽トラック市

　

森
吉
山
阿
仁
側
コ
ー
ス
の
山
開
き
が
６
月

５
日
、
現
地
で
行
わ
れ
、
夏
山
シ
ー
ズ
ン
の

幕
開
け
を
前
に
、
県
内
外
か
ら
参
加
し
た
登

山
愛
好
者
ら
約
40
人
が
、
高
山
植
物
が
咲
き

始
め
た
森
吉
山
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

山
開
き
は
、
清
掃
登
山
も
兼
ね
て
い
る
こ

と
か
ら
、
参
加
者
は
ご
み
袋
と
軍
手
を
事
務

局
か
ら
受
取
り
出
発
。
初
夏
の
さ
わ
や
か
な

晴
天
に
恵
ま
れ
、
阿
仁
ブ
ナ
帯
登
山
口
よ
り
、

新
緑
の
ブ
ナ
林
の
間
を
ぬ
っ
て
山
頂
を
目
指

し
ま
し
た
。

　

石
森
（
１
３
０
８
ｍ
）
の
登
山
道
周
辺
に
は
、

シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
や
オ
オ
バ
キ
ス
ミ
レ
、
ザ
ゼ

ン
ソ
ウ
、
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
カ
マ
な
ど
が
咲
き
、

登
山
者
は
立
ち
止
ま
り
、
花
の
名
前
な
ど
を

確
認
し
な
が
ら
、
思
い
お
も
い
の
ペ
ー
ス
で

歩
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

▲新緑のブナ林をぬいながら山頂を目指す
参加者の皆さん

さわやかな夏山を満喫 ●森吉山阿仁側コース山開き

　

大
太
鼓
の
里
保
全
隊
（
藤
島
勝
政
隊
長
）

が
主
催
す
る
「
小
学
生
に
よ
る
農
業
体
験
」

が
６
月
１
日
、
綴
子
農
村
公
園
に
隣
接
す
る

農
業
体
験
田
で
行
わ
れ
、
綴
子
小
学
校
の
５

年
生
34
人
が
伝
統
農
法
で
の
田
植
え
に
挑
戦

し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
藤
島
会
長
が
「
東
日
本
大
震

災
の
影
響
で
、
田
植
え
を
し
た
く
て
も
で
き

な
い
場
所
も
あ
り
ま
す
。
田
植
え
が
で
き
る

喜
び
に
感
謝
し
な
が
ら
、
秋
に
立
派
な
お
米

が
で
き
る
よ
う
一
人
一
人
心
を
込
め
て
植
え

て
ほ
し
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。

　

児
童
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
は
田
植
え
初
体
験
。

田
植
え
の
説
明
を
受
け
た
児
童
は
、
歓
声
を

上
げ
な
が
ら
元
気
に
田
ん
ぼ
に
入
り
、
泥
田

に
足
を
取
ら
れ
な
が
ら
40
分
ほ
ど
を
か
け
て

植
え
ま
し
た
。

▲「小学生による農業体験」で手植えに挑
戦する綴子小の子どもたち

田植えができる喜びに感謝して ●綴子小学校児童が田植え体験

　

北
秋
田
市
水
防
訓
練
が
５
月
29
日
、
米
代

川
右
岸
鷹
巣
橋
下
流
の
河
川
敷
で
行
わ
れ
、

市
の
消
防
団
員
や
関
係
者
が
有
事
に
備
え
水

防
工
法
を
実
践
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
北
秋
田
市
消
防
団
の
各
分
団

か
ら
５
人
の
１
３
５
人
が
参
加
し
て
、
シ
ー

ト
張
工
法
、
積
み
土
の
う
工
法
、
月
の
輪
工

法
の
３
工
法
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
、
北
林
榮
団
長
は
「
消
防
団
一
人

一
人
が
的
確
に
、
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う

知
識
や
技
術
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

消
防
団
は
常
に
危
機
感
を
忘
れ
ず
、
今
日
の

訓
練
を
通
じ
て
住
民
の
安
心
と
人
命
、
財
産

を
守
る
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
」な
ど
と
訓
示
。

　

こ
の
後
、
各
工
法
に
つ
い
て
作
業
手
順
の

講
習
を
受
け
、
実
施
訓
練
で
は
、
き
び
き
び

と
し
た
態
度
で
作
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。▲出水期に備え積み土のう工法などの訓

練が行われました

出水期を前に水防工法習得 ●平成２３年度北秋田市水防訓練


